
質問書回答 

平成 27年 1月 19日 

案件名：「東ティモール国立大学工学部校舎建設計画」 

 （公示日：2015年 1月 7日 ）／番号：141128）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通番 当該頁項目 質問 回答 

1 業務指示書、第２ 業

務の目的・内容に関

する事項、５、実施方

針及び留意事項、

（３）④工学部５学科

（機械工学、土木工

学、電気・電子工学、

情報工学、地質・石

油工学）のカリキュラ

ムを確認の上、優先

度の高い施設及びそ

の仕様を検討する。 

情報工学科及び地質・石油工学科用の既存 Workshop はどこにあるのでしょう

か？ 

全て UNTL ヘラキャンパス内に位

置します。 

2 業務指示書、第２ 業

務の目的・内容に関

する事項、５、実施方

針及び留意事項、

（３）⑥教育・研究用

機材については施設

計画を踏まえたうえ

で、優先度の高い機

材、汎用性の高い機

汎用機材について各学科からの具体的な要望はないのでしょうか？ 現時点で汎用機材に関する具体的

な要望はありません。 



通番 当該頁項目 質問 回答 

材については、機材

計画に含める。（学部

教育や基礎研究に必

要とされる汎用機材

を想定。） 

3 【第 3 業務実施上の

条件】 

【 1.業務工程計画

（案）】 

 

指示書では 2月下旬に第 1回現地調査を開始する予定ですが、官団員の現地

調査渡航時期は現地調査開始時でしょうか？または現地調査の後半終了時で

しょうか？ 

現地調査の後半（3 月中下旬）を予

定しています。 

4 

 

第 2 業務の目的・内

容に関する事項 

1. プロジェクトの背

景 

 

文章中に「UNTL の各整数を 2020 年までに 28,000 人へ増加させる構想があ

る」とありますが、UNTL Strategic Plan からの引用でしょうか? また、もしそう

であった場合、同資料を貸与して頂くことは可能でしょうか? 

UNTL 工学部の学部長等から言及のあ

ったものです。同構想についても調

査で確認します。 

5 

 

第 2 業務の目的・内

容に関する事項 

5. 実施方針及び留

意事項 

（3）調査時の留意事

項の④ 

TV会議の期日が決まっていましたら教えてください。 

また、TV会議は現地で開かれる前提と考えてよろしいでしょうか?  

TV 会議は 3 月上旬実施予定で、現地

の JICA事務所からご参加いただくこ

とを想定しています。 

6 第 3 業務実施の条

件 

5. JICA からの参加

団員の構成と現地調

査行程 

（1）第一回現地調査 

JICAからの参加団員の具体的な時期が決まっていましたら教えてください。 現地調査の後半（3 月中下旬）を予

定しています。 



通番 当該頁項目 質問 回答 

7 業務指示書  第 5 

3-(2)評価対象業務従

事者の経験、能力等 

担当分野 施工計画/積算 については、2)対象国又は同類似地域：評価せず、

3)語学力：語学評価せず、とありますが、様式-5(その 1及び 2)の業務等従事経

験、業務等従事履歴の欄に対象国を記載してもよろしいでしょうか。また、外国

語の欄に資格や自己申告を記載してもよろしいでしょうか。 

記入いただいて結構ですが、評価対

象とはしません。 

以上 


